
学校番号 T3005

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

基礎・基本的な製図
の能力を高める

丁寧･きれいに、また
迅速に描くこと
製図通則に従って描
くこと

機械部品の図面を
分かりやすく表す方
法を見出す

機械製品に関心を
持ち、各部品の形状
を観察し理解する

評
価
方
法

製図通則の把握
定期考査
基礎製図検定

図面の完成度
技能観察

積極的な授業参加
出席状況

積極的な授業参加
出席状況

立体図から投影図（三面図）、投影図（三面図）から立体図を描けること
断面図・展開図の製作
寸法通りの図面に仕上げること

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

機械部品だけでなく日常的に物事の形を観察すること
部品・道具・完成品の形状が使われている場所・状態などの状況の合致しているかどうかの観察
丁寧・きれいまた迅速に描くよう努力する

機械製図　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

機械製図（機械基礎製図）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点



a b c d

〇

〇

ａ：図形の見方や立体の概念
を理解する
ｄ：部品の観察力を養い、三角
法による投影図及び等角投影
図の描き方を理解する

ｃ：展開図を理解する

ｃ：円筒形部品の穴等のかくれ
線の描き方を学習する

〇

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法

〇

6

5

〇

投
影
図

立体図→投影図
投影図→立体図

4

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　d：知識・理解

3

2

1

角柱の展開図
展
開
図

10

9

7

〇 〇

ａ：部品欄・表題欄等の重要性
を理解する
ｂ：機械部品を分かりやすく表
現することができる
ｃ：きれいに、迅速に仕上げる
ｄ：基本的な製図通則の知識
が身についているか

ｃ：検定全般の復習
ｄ：図形の観察力の向上を目
指す

12

11

〇

※年間指導計画（例）作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の各
項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

出席状況
積極的な授業参加

図面が丁寧で分かり易い
製図通則の理解度

定期考査

図面が丁寧で分かり易い
製図通則の理解度

定期考査

検定に向けて
検
定

製
作
図

尺度
図面の様式
製作図の描き方

〇 〇

半断面・全断面
断
面
図


